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■女性部だより…さわやか教室、各支部の活動からの話題
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７
July

木曽農業協同組合木木曽曽農農業業協同組同組合組合

N

JA木

MM o n t h l y  M a g a z i n e  J A  K I S OO

2019年応募入賞作品「梅雨晴れ」（上松町見帰）　　撮影者：池戸健二さん（上松町）2019年応募入賞作品「梅雨晴れ」（上松町見帰）　　撮影者：池戸健二さん（上松町）



2

中学生の車いす体験学習にＪＡが協力木曽地域農業入門講座
花の苗定植とインゲン間引き作業など学ぶ
　６月13日　野菜や花などを作って収入を得
たい人を対象に農業の基礎を学ぶ「農業入門講
座」の圃場実習３回目がＪＡ日義支所の圃場で
行われました。アスターやトルコギキョウの苗
の定植、５月に播種したサヤインゲンの間引き
と支柱立て作業などを行いました。受講者はＪ
Ａ営農技術員の指導で、苗の植え方、間引きの
仕方、フラワーネットや支柱の立て方などを学
びました。アスターなどはＪＡで用意した苗を

マルチを張った
畝に穴をあけて
植えました。５
月に２粒まいて
生長したインゲ
ンはハサミで
切って１本にす
る間引きを行い
ました。

出羽海部屋の木曽合宿に、御嶽はくさいなど長野県産農畜産物を贈って応援

　６月19日　ＪＡ全農長野とＪＡ木曽は御嶽海
関が所属する出羽海部屋に県産農畜産物を贈りま
した。同部屋が６月20日から３日間、木曽町民
相撲場で合宿するのに合わせて、合宿の成功と御
嶽海関の健闘を祈念して寄贈しました。木曽町日
義の宿泊施設で寄贈式を開催し、全農長野の佐藤
利久管理部長とＪＡの田屋万芳組合長が、同部屋
の高崎親方と御嶽海関に、目録と県産農畜産物の
籠盛を手渡しました。
　高崎親方は「環境の素晴らしい木曽で一生懸

命稽古して、７月の名古屋場所に向けて良い成績
を残したい」とあいさつし、御嶽海関は「名古屋
場所に向けて、この合宿で稽古を積んで頑張りた
い」と決意を語りました。
　贈呈したのは　木曽牛、御嶽はくさい、御嶽ぶ
なしめじをはじめとした肉、野菜、きのこ、乳製
品などの県産農畜産物160キロ。
　田屋組合長は「県産農畜産物のＰＲができて良
かった。夏場所に向けてしっかりと食べて稽古を
してもらいたい」と話しました。

木曽合宿に臨む出羽海部屋の力士たち木曽合宿に臨む出羽海部屋の力士たち県産農畜産物の籠盛を持つ御嶽海関と田屋組合長（左）ら県産農畜産物の籠盛を持つ御嶽海関と田屋組合長（左）ら

　６月18日　木曽町中学校３年生２クラス56
人が、７月の木曽郡内の福祉施設での福祉体験
を前に、高齢者や障害者の身体と心を理解する
疑似体験と車いす介助の方法を学ぶ体験学習を
行い、木曽町社協とＪＡ木曽介護センターが合
同で指導しました。車いす体験を指導するＪＡ
介護センター職員が、車いすの仕組みや操作上
の注意について説明し、特に乗る人の気持ちを
思いやり、声掛けをしながら操作することの大
切さを教えました。生徒たちは二人一組で操

作と乗車を交
互に体験しま
した。体験し
た生徒は「段
差のある所で
の操作が難
しかった」と
話していまし
た。

間引きしたインゲンの周りに間引きしたインゲンの周りに
支柱を立てる受講者支柱を立てる受講者 段差での車いす操作を体験する生徒段差での車いす操作を体験する生徒



皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽総務管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

3 ＪＡきそＪＡきそ 2019年７月号 2019年７月号

人形供養祭で思い出詰まった人形など供養

犬山中学校２年生、木曽で農業体験 ヒペリカム７月中旬出荷を前に
仕上げの芽整理

６月家畜市、和牛子牛平均価格下げる
　６月８日　ＪＡは葬祭施設ＪＡ虹のホールき
そで、人形供養祭を開きました。組合員や地
域住民の家族連れら約200人の来場者が訪れ、
思い出の詰まった雛人形やぬいぐるみなど約
1,300体が持ち込まれ、供養しました。供養祭
には約70人が参列し、王滝村の鳳泉寺住職の
読経の中、参列者が焼香し手を合わせました。
参列者は「長年愛用した人形を粗末に処分する
よりは供養してもらったほうが安心。まだ家に
残っているが、また来年も来て納めたい」と話
していました。

　５月30日　毎年恒例の愛知県の犬山中学校
２年生による木曽の歴史や文化について学ぶ
「木曽総合学習」が５月29日から３日間行わ
れ、班ごとの体験学習でＪＡ木曽の営農担当職
員が日義と開田高原での農業体験などの指導に
協力しました。日義では田植え体験に４人が参
加し、地元農家の田屋宗喜さんから苗の植え方
などを教わり、裸足で水田の中に入り苗を植え
ました。
　開田地区へは５人が参加し、木曽や開田地区
の農業の歴史と特色などを営農担当職員から説
明を受けた後、㈱ＪＡファームきそで栽培して
いる「玉ねぎ」の定植体験を行いました。

　６月４日　南部花卉生産部会は、不要な枝を
取り除くヒペリカム芽整理講習会を南木曽町柿
其で行いました。芽整理は春の台刈り後、萌芽
した芽を必要本数に整理する作業です。芽整理
をして不要な枝を取り除く事により１本の茎を
しっかりと仕上げる品質向上の為の大切な作業
です。今年は春の低温と霜害により生育が１ヶ
月遅れ、更に生育にもバラつきがありました。
生産者も「芽整理も苦労しそうだ」と話してい
ました。芽整理後１ヵ月半の生育期間を経て７
月中旬からの出荷をめざします。

　６月６日　ＪＡ全農長野は、長野県中央家畜
市場（木曽町伊谷）で定例の６月市場を開きま
した。和牛子牛287頭が上場し、全頭が成立し
ました。子牛全体の平均価格は前回４月市場か
ら33,923円下げて780,084円（税込）。血統
や個体差が価格に大きく反映され、人気系統で
も体重が軽いと安値になり、平均を大きく下げ
る原因となりました。セリ前に行われた子牛共
進会の木曽管内の結果は次の通りです。
去勢牛＝最優秀賞　田中昭人さん（木曽町）。
雌牛＝最優秀賞　尾崎文雄さん（木曽町）、優
秀賞＝丸山幸一さん（木祖村）。

住職の読経の中、焼香する参列者住職の読経の中、焼香する参列者

 初めての田植えを体験する犬山中学の生徒 初めての田植えを体験する犬山中学の生徒 芽整理の方法を学ぶ生産者 芽整理の方法を学ぶ生産者 

 セリを見守るＪＡ関係役職員や生産者ら セリを見守るＪＡ関係役職員や生産者ら
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冒
頭
挨
拶
し

た
髙
橋
德
組
合

長
は
、「
変
化

す
る
環
境
に
対

応
す
る
た
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
経
営
基
盤
の

確
立
と
と
も
に
『
持
続
可
能
な
農
業
の
実

現
』『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
』『
な

く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
』
の
三
つ
を
Ｊ
Ａ

木
曽
の
目
指
す
姿
と
し
て
、
組
合
員
と
の

対
話
を
通
し
て
さ
ら
な
る
自
己
改
革
を
進

め
る
。
令
和
の
時
代
を
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
」
と
話
し
ま
し
た
。

特集❶

第
46
回回  

通
常
総
代
会
開
催

〜
地
域
の
農
業
と
く
ら
し
に
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
」
を
め
ざ
す
〜

　

５
月
28
日
、
第
46
回
通
常
総
代
会
を
木

曽
文
化
公
園
文
化
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し

た
。
総
代
総
数
５
０
８
人
の
う
ち
、
書
面

含
め
４
８
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
度
の
事
業
報
告
、
長
期
構
想
・
次
期

３
カ
年
計
画
と
令
和
元
年
度
の
事
業
計

画
、
定
款
変
更
、
役
員
選
任
な
ど
の
10
議

案
を
審
議
し
、
承
認
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
日
米
貿
易
交
渉
と
Ｊ
Ａ
自
己
改
革

に
関
す
る
特
別
決
議
」
を
提
案
し
承
認
し

ま
し
た
。

第
46
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

 

第
１
号
議
案 

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
に
つ
い
て

 

第
２
号
議
案 

　

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

 

第
３
号
議
案 

　

木
曽
農
業
協
同
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

 

第
４
号
議
案 

　

定
款
変
更
に
伴
う
監
事
監
査
規
程
の

改
定
に
つ
い
て

 

第
５
号
議
案 

　

会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て

 

第
６
号
議
案 

　

Ｊ
Ａ
長
期
構
想
・
次
期
３
カ
年
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

 

第
７
号
議
案 

　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

計
画
の
設
定
に
つ
い
て

 

第
８
号
議
案 

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 

第
９
号
議
案 

　

令
和
元
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
決
定
に
つ
い
て

 

第
10
号
議
案 

　

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
３
年
目
の
平
成
30
年
度

は
、「
農
業
と
く
ら
し
地
域
と
と
も
に
歩

み
続
け
ま
す
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

た
長
期
構
想
後
期
中
期
計
画
の
最
終
年
度

と
し
て
、
主
軸
と
さ
れ
る
農
業
生
産
力
の

維
持
に
努
め
、
農
業
関
係
の
事
業
実
績
は

農
産
畜
産
と
も
に
計
画
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

信
用
共
済
事
業
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

の
影
響
に
よ
り
資
金
運
用
先
の
選
定
や
確

保
が
困
難
な
状
況
が
続
く
中
、
資
金
量
や

保
有
高
は
減
少
し
た
も
の
の
事
業
利
益
は

計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境

を
鑑
み
、
事
業
と
経
営
の
見
直
し
を
す
す

め
る
と
と
も
に
、
公
認
会
計
士
監
査
に
対

応
す
る
内
部
統
制
の
再
整
備
、
ま
た
、
財

務
会
計
の
精
度
を
更
に
高
め
る
た
め
に
購

買
品
棚
卸
評
価
方
法
の
変
更
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
事
業
環
境
で
あ
っ
た
も
の
の
、
事
業

総
利
益
は
13
億
５
千
万
円
余
（
計
画
比
１

０
３
・
１
％
）、
経
常
利
益
１
億
円
余
（
計

組
合
員
と
の
対
話
活
動
を
通
し
て
、

組
合
員
と
の
対
話
活
動
を
通
し
て
、

さ
ら
な
る
自
己
改
革
に
取
り
組
む

さ
ら
な
る
自
己
改
革
に
取
り
組
む

3030
年
度
経
常
利
益
、
計
画
を
上
回
る

年
度
経
常
利
益
、
計
画
を
上
回
る

画
比
１
３
４
％
）
を
確
保
し
ま
し
た
。
経

営
の
健
全
性
を
示
す
単
体
自
己
資
本
比
率

は
、
16
・
87
％
と
な
り
ま
し
た
。

議長を務めた邑上豊美さん（左）と議長を務めた邑上豊美さん（左）と
中田真司さん（右）中田真司さん（右）
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令
和
元
年
度
は
新
３
カ
年
計
画
初
年
度

に
あ
た
り
、
次
段
の
重
点
項
目
を
掲
げ
、

農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
よ
る
産
地
の
維

持
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
つ
な
が
り
の
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
「
総
合
事
業
だ
か
ら
こ
そ
」

の
強
み
を
活
か
し
、
地
域
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
り
続
け
る
た

め
、
改
め
て
協
同
組
合
の
原
点
に
立
っ
て

自
己
改
革
を
す
す
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
の
話
し
合
い
を
深
め
な
が
ら
、
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
を
再
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

①
生
産
性
向
上
に
よ
る
所
得
増
大
に
つ

な
が
る
施
策
を
実
施
し
、
未
来
を
担

う
農
業
者
の
維
持
・
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

②
地
域
・
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

提
案
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
発
信
と
参
加

に
よ
る
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

③
木
曽
に
根
差
し
続
け
る
Ｊ
Ａ
で
あ
る

た
め
に
、
経
営
基
盤
の
安
定
に
努
め

ま
す
。

重
点
項
目

令
和
元
年
度
事
業
計
画

令
和
元
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

基
本
方
針

定款の変更と役員選任の承認賛否は定款の変更と役員選任の承認賛否は
総代による投票で行われました。総代による投票で行われました。

賛成多数で全10議案が可決しました。賛成多数で全10議案が可決しました。

「農業とくらし、
地域とともに歩み続けます」地域とともに歩み続けます」

長期構想ビジョン長期構想ビジョン
ＪＡ木曽　次期３カ年計画（２０１９～２０２１年）

【農業生産基盤強化による産地の維持】
　県域と連携した農業労働力支援や、多様
な担い手への総合事業を生かした農業支援
を強化し、木曽地域農業を維持するための
施策に取り組みます。

農を
つくる

意欲をもって取り組める持続意欲をもって取り組める持続
可能な農業を実現します。可能な農業を実現します。

【地域とのつながり強化】
　訪問活動を基軸とした相談機能発揮によ
る組合員満足度の向上や、総合事業を生か
したＰＲ活動、また、ＪＡへの参加参画を
促す活動を行い、地域での存在意義を高め
ます。

くらしを
つくる

笑顔あふれる地域をつくります。笑顔あふれる地域をつくります。

【持続可能な経営基盤の構築】
　総合事業として木曽に根差し続けるＪ
Ａであるために、事業改革への取り組み、
「事業拠点再構築方針」に基づく事業拠点
の効率化・合理化をすすめながら経営の安
定を図り、組合員利用者のみなさまに安心
してご利用いただけるＪＡを再構築します。

ＪＡを
つくる

地域の農業とくらしに『なくて地域の農業とくらしに『なくて
はならないＪＡ』となります。はならないＪＡ』となります。
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こ
の
た
び
、
理
事
会
の
ご
推

挙
に
よ
り
常
務
理
事
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
わ
り
、
Ｊ
Ａ
の
存
在
意

義
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
村
の
過
疎
化
、

正
組
合
員
の
減
少
等
に
よ
る
事
業
量
の
低
下
や
金
融
緩
和
政

策
の
影
響
に
よ
る
信
用
共
済
事
業
の
収
益
悪
化
と
、
Ｊ
Ａ
の

経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
や
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
で
あ

る
た
め
に
、
組
合
員
・
地
域
と
Ｊ
Ａ
を
結
び
関
係
を
深
め
る

役
割
を
自
覚
し
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
に
向
け
、

微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特集➋

新
役
員
執
行
体
制

新
役
員
執
行
体
制
がが
決決
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
が
５
月
28
日
の
第
46
回
通
常
総
代
会
で

承
認
さ
れ
、
翌
日
の
29
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
監
事
会
に
お
い

て
Ｊ
Ａ
運
営
の
新
執
行
体
制
を
審
議
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に

お
き
ま
し
て
、
代
表
理
事

組
合
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
木
曽
の
農
業
・
Ｊ

Ａ
木
曽
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
中
で
の
就
任
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
今
回
の
総
代
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
次

期
３
カ
年
計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
我
々

新
役
員
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
組
合
員
や
地
域
住
民
の
た
め
に
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
専
心
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
従
来
と
変
わ
ら
ず
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

代表理事組合長
田屋　万芳

常務理事
青木　一孝

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り

代
表
理
事
専
務
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
改
め
ま
し
て
そ
の
重
責

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
専
心
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
役
職
員
の
皆
様
は
基
よ
り
、
組
合
員

皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

木
曽
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
の
中
で
後
継
者
の
育
成
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
運
営
も
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
、
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
農
業
と
地
域
に
根
差
し
た
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
財
務
の
健
全
化
に
も
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事専務理事
中島　拓也

中村  裕子 常勤監事
古田  一昭

代表監事
鎌　亮治

征矢野隆夫 副理事長
寺平　栄

理事長
新屋  良弘

副理事長
三尾　章

理事長
小椋一二三

原　卓男 瓜尾　豊 大畑  哲也

桶野  直紀 織田  晴久 細尾　正

片田　恵 久保寺益美 梶原  隆彦

理　　　事

監　　　事

総務金融担当理事会

生産経済担当理事会
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女性部だより 各本支部の各本支部の
主な活動について主な活動について

紹介します。紹介します。

恒例行事となっている
木曽養護学校の寄宿舎
生との郷土食作り交流
会に３支部合同で参加
しました。木曽町食生
活改善推進協議会から
ＪＡ女性部に引き継い
で今年で６年目となり
ました。

６月17日　福島・上田・黒川支部合同
木曽養護学校でほう葉巻き作り交流会木曽養護学校でほう葉巻き作り交流会

日本海の海の幸の昼食
と買い物を楽しんだ
後、リニューアルした
上越市立水族博物館や
ＪＡえちご上越が運営
する大規模農産物直売
所や鮮魚売り場を併設
する「上越あるるん
村」を見学しました。

６月14日　日義支部研修旅行（23人参加）
上越の水族博物館とＪＡ農産物直売所を見学上越の水族博物館とＪＡ農産物直売所を見学

バス３台で73人の
部員が参加し、信州
スカイパークの「信
州花フェスタ」での
散策、美ヶ原温泉の
「ホテル翔峰」でお
いしい食事と温泉を
堪能し、楽しんでき
ました。

５月31日　さわやか教室・ゆったり日帰り温泉
信州花フェスタと美ヶ原温泉で楽しむ信州花フェスタと美ヶ原温泉で楽しむ

木曽の季節のお菓子と
して、親戚・知人に届
けたり、家で食べるほ
う葉巻を部員７人が参
加して作りました。匂い
に誘われて外国観光客
がのぞき込む一幕もあ
り、楽しく会話を交わし
ながら作りました。

６月17日　奈良井支部
ほう葉巻きを作る ほう葉巻きを作る 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　６月17日～18日　東京・横浜をめぐる旅行
に23人の部員が参加しました。１日目はホテル
雅叙園東京を見学した後、品川プリンスホテル
でビュッフェ、午後は味の素川崎工場で製品工
程の見学。夜は横浜港クルーズで洋上からの夜
景を眺めながら本格的ディナーを堪能しました。
２日目は港の見える丘公園を散策後、赤レンガ
倉庫で買い物、お昼は中華街で中華料理を楽し
みました。２日間とも優雅で豪華な食事が続き、
部員も笑顔が絶えない旅行となりました。

　６月７日　家の光記事を活用した活動として、
木曽町文化交流センターで、エーコープマーク
品などを使った料理教室を開催し、10人の部
員が参加しました。メニューは、サバのアイデ
アおこわ、納豆とモズクのかき揚げ、鶏ささみ
と水菜のサラダ、具だくさん味噌汁、ナガイモ
ムースの５品で気軽に簡単にできる料理を学び
ました。サバ缶を使ったおこわは缶詰の汁ごと
炊いたので、ご飯にほんのり味がつき、彩り豊
かなおかずと共に美味しくいただきました。

さわやか教室
東京・横浜をめぐる優雅な一泊旅行を楽しむ

さわやか教室
エーコープマーク品などを使って簡単料理教室

（場所：奈良井公民館）



ご相談・お問い合わせはご相談・お問い合わせは 農業生活部 農業生活部 農事園芸課 ☎農事園芸課 ☎（0264）（0264）22 ‒212822 ‒2128
グリーンファームきそ店グリーンファームきそ店 ☎ ☎（0264）（0264）22 ‒306122 ‒3061
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　７月に入り、これから夏野菜等の収穫が始まる季節となりました。より長く収穫を楽しむためには追
肥が大切になってきます。今回は追肥についてご紹介します。

１.  追肥の意味 
　多くの野菜は、生長するにつれて必要とする肥料の量が増えます。そこで、元肥の効果が切れて
くる前に、追肥として適量の肥料を根が吸収しやすい場所に与えます。畝の肩のほか、通路、株間や
条間など、根が伸びていく先にまくことがポイントです。野菜によってまき方や回数は異なります。

２.  野菜別 肥料の効かせ方
　野菜は種類によって肥料を必要とする時期が異なり
ます。生育初期に多くの肥料を必要とするスタート
ダッシュ型、生育後期のほうが必要となるラストス
パート型、ほぼ一定の間隔・量の施肥が必要なコンス
タント型に分けることができます。

　　家庭菜園アドバイス　　家庭菜園アドバイス 追肥について

※イラスト・表：2018年家の光４月号別冊付録「覚えておきたい畑仕事のきほん～追肥の施し方」より抜粋

型 野　菜　名 施　肥　の　ポ　イ　ン　ト

スタートダッシュ型
ホウレンソウ、コマツナ、
サツマイモ、ジャガイモ、
エダマメ、小カブなど

元肥が主体で全面に肥料をまく。

セミ
スタートダッシュ型

ハクサイ、キャベツ、タマネギ、
ニンジン、ナガイモなど

元肥が主体で肥料の効果が長持ちする肥料をまく。
生育中期までは肥料切れに気をつけて追肥を行い、
後半は控える。

コンスタント型 キュウリ、トマト、ピーマン、
ナス、サヤインゲン、ネギなど

元肥は緩やかに効果が持続するものをまく。追肥は
回数を多くして、後半の肥料切れを防ぐ。

セミ
ラストスパート型

エンドウ、トウモロコシ、
イチゴなど

元肥はやや控えめにする。追肥は早くから、一定頻
度で行う。

ラストスパート型 カボチャ、スイカ、メロン、
ダイコン、ゴボウなど

元肥は控えめにする。着果した後や根の部分が大き
くなる時期にかけて、追肥をして生育を調整する。
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６月～８月  ６月～８月  「農薬危害防止運動」「農薬危害防止運動」実施中！実施中！

「 農作物・生産者・環境 」の安全を守りましょうの安全を守りましょう
農薬の適正使用で農薬の適正使用で

農薬を知る 理解する 適正に使う

農作業が本格化し、病害虫防除のための農薬使用が多くなる時期になりました。
農薬による事故を未然に防ぎ、安全な農産物を作るために、以下の点に注意しましょう。

●●❶ 農薬使用の前には、必ず農薬ラベルの内容を確認しましょう。 
◎ 農薬ラベルには、その農薬の適用作物や使用量、時期、回数などの
「使用基準」が記載されています。
◎使い慣れた農薬でも、今一度ラベルをよく確認しましょう。

●●❷ 散布器具を点検しましょう。 
◎ 前回使用した農薬が散布器具に残ったまま使用すると、薬害や収穫物に農薬が残留する場合
があります。
◎ 農薬使用前には、散布器具がきちんと洗ってあるかどうか確認し、使用後には、散布器具を
速やかに洗いましょう。

●●❸ 農薬が周辺に飛散しないよう、 注意して防除を行いましょう。 
◎ 周辺農作物や、一般住宅、畜舎などに飛散しないよう、風の向
きや強さに気をつけるなど、細心の注意を払いましょう。
◎ 散布の際には、近くの住民や農家、散布時期、使用する農薬な
どを事前に連絡しましょう。

●●❹ 農薬は鍵のかかる専用の保管庫に入れて管理しましょう。 
◎ 農薬の誤飲や誤使用などによる被害を防ぐため、農薬は
食品などと分けて鍵のかかる場所に保管しましょう。 

◎ 農薬をペットボトル、ガラス瓶など飲食品の空き容器な
どに移し替えて保管することは絶対にしない。

●●❺ 健康管理に注意し、農薬中毒などの事故を防ぎましょう。 
◎ 農薬事故の多くは、マスクや防除衣などの整備が不十分であったり、
体調が万全でないまま作業に従事したり、強風下で散布するなど、作
業者の不注意により発生しています。
◎ 日頃の健康管理に十分留意するほか、体に異常を感じたら、すぐに医
師の診察を受けましょう。

（参考資料：農林水産省ホームページ、日本農業新聞より）
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清
々
し
令
和
の
朝
の
新
樹
か
な

一
声
の
音
頭
に
蛙
大
合
唱

媒
な
か
だ
ち

を
迎
へ
桜
湯
ま
ず
勧
め

山
吹
の
沢
を
隠
し
て
咲
き
競
ふ

母
の
日
や
絵
文
字
の
花
束
抱
き
し
め
る

菖
蒲
湯
に
は
し
ゃ
ぐ
子
等
の
騒
が
し
や

直
角
に
飛
ぶ
燕
や
武
家
屋
敷

補
聴
器
の
い
ら
ぬ
草
取
り
い
と
楽
し

木
々
を
縫
い
球
音
響
き
夏
に
入
る

植
樹
祭
目
指
す
は
樹
齢
百
余
歳

高
く
積
む
桶
材
匂
ふ
若
葉
風

望
郷
の
木
苺
こ
と
に
甘
き
こ
と

木
曽
古
道
一
歩
一
歩
に
蝉
の
声

葉
桜
の
大
樹
静
か
に
風
そ
ば
ふ

一
人
居
に
食
欲
の
無
き
薄
暑
か
な

打
つ
雨
に
薔
薇
は
無
惨
に
地
に
散
り
ぬ

長
閑
さ
や
猫
に
貰
い
し
大
欠
伸

デ
コ
ル
テ
の
お
后
凛
と
新
樹
光

誰
知
る
や
母
の
青
春
母
子
草

墨
絵
め
く
夏
霧
覆
ふ
ダ
ム
真
下

五
月
雨
や
ワ
ル
ツ
を
奏
で
降
り
し
き
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
通
帳
記
入
利
子
一
円

上　

松　

高　

柳　

恒　

男

上　

松　

徳　

原　

義
一
郎

上　

松　

清　

水　

庄　

助

上　

松　

高　

柳　

和　

義

日　

義　

明　

嵐　

久　

子

南
木
曽　

山　

田　

富
美
子

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

大　

桑　

目　

谷　

勝　

義

上　

松　

村　

仲　
　
　

徹

大　

桑　

勝　

野　

五　

月

南
木
曽　

楯　
　
　

美　

江

王　

滝　

小　

山　
　
　

誠

上　

松　

福　

邑　
　
　

忠

木　

祖　

岩　

原　

政　

広

大　

桑　

垣　

外　

安
喜
子

大　

桑　

加　

藤　

孝　

治

上　

松　

武　

居　

和　

江

贄　

川　

小　

澤　

典　

子

木　

祖　

宮　

島　

三
男
人

南
木
曽　

藤　

原　
　
　

勝

南
木
曽　

平　

田　

さ
ち
子

【
選
評
】
●
恒
男
さ
ん
…
… 

心
持
も
清
し
く
迎
え
た
令
和
の
朝
。
こ
れ
か
ら
へ
の
期
待
を
抱
い
て
、
新

樹
が
気
持
を
現
わ
し
て
い
る
。

●
義
一
郎
さ
ん
… 

夕
方
又
は
雨
降
の
日
等
、
田
蛙
の
一
声
が
大
合
唱
と
な
る
。
あ
の
雰
囲
気

は
な
ん
と
も
云
え
な
い
風
物
詩
だ
。

●
庄
助
さ
ん
… 

… 

仲
人
さ
ん
、
迎
え
る
日
桜
湯
を
勧
め
て
、
い
い
話
に
な
り
そ
う
な
感
じ
。

お
祝
い
事
に
は
桜
湯
が
定
番
の
地
方
で
も
あ
る
。

選
者
の
一
句　

  
山
際
の
茜
の
空
へ
桐
の
花

尾
羽
林 

も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

シ
ヤ
ガ
の
花
朝
日
さ
し
込
む
裏
庭
に
藤
色
淡
く
さ
み
し
く
咲
け
り

奈
良
井　

 

工　

藤　

勇　

三

タ
ン
ポ
ポ
の
踏
ま
れ
ち
ぎ
ら
れ
な
お
咲
か
す
生
命
力
に
憎
さ
と
絶
賛

木　

祖　

 
武　

重　
　
　

慧

蛇
く
わ
え
垂
ら
し
て
空
を
飛
ぶ
鷹
を
息
の
み
て
見
る
山
裾
の
畑
に

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

親
四
人
は
ら
か
ら
六
人
と
別
れ
し
が
今
宵
穏
し
く
送
る
平
成

新　

開　

 

池　

井　

十
与
子

五
月
晴
れ
初
め
て
乗
れ
た
自
転
車
に
孫
も
若
葉
も
光
り
み
な
ぎ
る

開　

田　

 

梅　

戸　

幸　

子

見
わ
た
せ
る
萌
ゆ
る
葡
萄
棚
み
ず
み
ず
し
無
事
の
手
術
に
安
堵
す
る
車
窓
に

開　

田　

 

嶽　

見　

和　

子

鳥
追
ひ
に
張
り
し
テ
ー
プ
の
効
果
あ
り
朝
露
光
り
唐も
ろ

黍こ
し

発
芽
す

三　

岳　

 

小　

坂　

信　

子

こ
と
し
こ
そ
多さ
わ

に
蕎
麦
の
花
咲
か
せ
た
い
と
夫
と
決
め
て
電
柵
を
張
る

王　

滝　

 

三　

浦　

美　

春

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
二
十
二
階
よ
り
街
並
遠
く
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
忽
然
と
建
つ

上　

松　

 

古　

田　

澄　

子

朝
日
さ
し
雪
被
く
山
金こ
ん

色じ
き

な
り
ふ
る
へ
て
汽
車
待
つ
孫
は
入
学

上　

松　

 

原　
　
　

き
よ
子

令
和
に
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
穏
や
か
に
年
重
ね
つ
つ
時
流
れ
行
く

大　

桑　

 

金　

澤　

紀　

子

ネ
パ
ー
ル
の
瓦
磯
の
下
の
子
供
た
ち
星
降
る
夜
は
怯
え
泣
く
か
や

南
木
曽　

 

藤　

原　
　
　

勝

佳　

 

作

【
選
評
】
①
五
月
は
田
植
の
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。
田
植
の
準
備
が
万
端
整
っ
た
水
を
張
っ
た
田
を
見
て
の

叙
景
歌
。
初
句
に
作
者
の
感
慨
が
籠
る
。

②
東
名
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
故
郷
の
自
然
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
嘆
く
作
者
。
望

郷
の
思
い
に
か
ら
れ
春
リ
ン
ド
ウ
を
買
い
ま
し
た
。

③
利
用
者
が
減
り
、
駅
前
が
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
味
わ
い
深
い
一
首
。

秀　

 
作

①

整
ひ
し
水み

張は
り

田だ

の
面
澄
み
わ
た
り
薫
る
若
葉
と
青
空
写
す

日　

義　

 

越　

取　

思
正
子

②

開
発
に
消
え
し
故
郷
の
春
竜
胆
か
偲
び
購
ふ
店
に
並
ぶ
を

三　

岳　

 

大　

豆　

ふ
み
子

③

乗
り
降
り
の
客
ま
ば
ら
な
る
駅
前
の
八
重
桜
ひ
そ
と
散
り
て
日
暮
る
る

大　

桑　

 

科　

野　

八　

重

短
歌
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1   「ＪＡ木曽本所総務管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、７月末日までの到着はがきにて選考いたします。《９月号掲載作品を募集中です》］
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き り と り 線

16ページ「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙  ７月号 №365

答え（番号）　

 〒　　　  -　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　　 

 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　男   ・   女  

＊応募の締切　７月31日㈬
＊ご応募は、お１人様１枚を有効とさせていた
だきます。用紙が足りない場合は各支所窓口
にご用意しておりますのでお尋ねください。
＊ご記入いただいた個人情報は、景品の発送以
外には使用いたしません。
＊ご意見ご要望や情報は、クイズの解答に関係
なくこの用紙のウラをご利用ください。
 年齢　　　　　　　才 

こちらの用紙を切り取っていただきＪＡ木曽本支所窓口およびＡ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しください。

おもて

募集期間　　令和元年７月末まで

子育て中のみなさまにうれしいお知らせです！

ＪＡ共済 こどもくらぶＪＡ共済 こどもくらぶ
会員募集中!!会員募集中!!

先着
2323名様名様

入会金・年会費無料入会金・年会費無料

会員資格

申込方法

ＪＡ木曽管内在住・在勤の妊婦、または
１歳までのお子さまをお持ちのお母さま。

ＪＡ木曽各支所の窓口に設置している所定
の申込書に必要事項をご記入の上、最寄り
の窓口またはお伺いした職員へお渡しくだ
さい。

【お問い合わせ】ＪＡ木曽　本所共済部　こどもくらぶ事務局（電話：0264-22-2782）
または支所共済担当者まで

会員特典会員特典
そのその１１

会員特典会員特典
そのその３３

会員特典会員特典
そのその２２

出産時のお祝いとして、こどもくらぶ出産時のお祝いとして、こどもくらぶ
特製おくるみタオルをプレゼント！特製おくるみタオルをプレゼント！

２ヶ月に一度、育児２ヶ月に一度、育児
雑誌を無料配布！雑誌を無料配布！

各種イベントのご案内などお各種イベントのご案内などお
得な情報をお届けします！得な情報をお届けします！
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●
4
月
24
日
㈫　

開
催

【
報
告
事
項
】

①
業
務
一
般
経
過
報
告
に
つ
い

て
②
抽
出
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
に
つ
い
て

③
平
成
31
年
度
新
規
採
用
職
員

募
集
に
つ
い
て 

ほ
か

【
協
議
事
項
】

①
３
月
末
事
業
現
況
に
つ
い
て

益
計
画
・
財
務
計
画
に
つ
い
て

 

ほ
か

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおお
天天天天
気気気気
カカカカ
レレレ
ンンンン
ダダダダ
ーー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

手
軽
に
健
康

手手手手手手
軽軽軽軽軽軽
にににににに
健健健健健健健
康康康康康康康    

手
指
体
操

手手手手手手
指指指指指指
体体体体体体体
操操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

や
ま
せ

指
の
間
と
ん
と
ん
た
た
き

　

水
分
不
足
に
よ
り
夏
バ
テ
し
や
す
い

時
期
で
す
。
気
力
も
落
ち
や
す
い
の

で
、
元
気
を
キ
ー
プ
し
た
い
と
こ
ろ
。

暑
い
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の
つ
ぼ
刺
激
を

意
識
し
た
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

指
と
指
の
間
の
つ
ぼ
は
両
手
を
合

わ
せ
て
8
カ
所
あ
り
、
ま
と
め
て
八

邪
（
は
ち
じ
ゃ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
八
邪
は
東
洋
医
学
で
は
健
康
に
良

く
な
い
気
が
滞
り
や
す
い
場
所
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
つ
ぼ
に
刺
激
を
与
え
る

軽くリズミカルにとんとんたたく

こ
と
で
邪
の
気
を
解
消
し
て
い
き
ま

す
。
や
る
気
が
出
な
い
と
き
や
眠
気
を

覚
ま
し
た
い
と
き
に
も
効
果
的
。
簡
単

な
の
で
、
起
き
抜
け
や
パ
ソ
コ
ン
作
業

中
、
あ
る
い
は
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

な
ど
、
気
付
い
た
と
き
に
や
っ
て
み
る

と
良
い
で
す
ね
。

　

た
た
き
方
は
力
を
入
れ
過
ぎ
ず
軽
い

感
じ
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
速
さ
や
た
た
く
回

数
に
変
化
を
つ
け
る
の
も
お
勧
め
で

す
。

⑷同様に人さし指と中指
の間同士、中指と薬指の
間同士、薬指と小指の間
同士もそれぞれ手を返し
同じ体操を繰り返します。

⑶手の上下を変えた動きを
加えます。⑴の体操を行っ
た後、手を入れ替えて親指
と人さし指の間同士をたた
きます。

ステップ２

⑵同様に人さし指と中指
の間同士、中指と薬指の
間同士、薬指と小指の間
同士をたたき合わせてい
きます。

⑴左右の手の親指と人さし
指の間同士をとんとんと軽
くたたき合わせます。１秒
１～２回程度のペースで、
20回繰り返しましょう。

ステップ１
POINT このとき左右両方の腕を動かします。

き り と り 線

１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
高
気
圧
が
優
勢

に
な
る
と
、
北
海
道
か
ら
関
東
に
か

け
て
の
太
平
洋
側
で
は
、
冷
た
い
東

寄
り
の
風
が
吹
き
、
低
温
と
日
照
不

足
に
な
り
ま
す
。
こ
の
風
は
「
や
ま

せ
（
山
背
）」
と
呼
ば
れ
、
夏
に
冷

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

１
９
９
３
年
は
、
や
ま
せ
が
吹
い

た
日
が
多
く
、
東
北
の
太
平
洋
側
を

中
心
に
記
録
的
な
低
温
に
な
り
、
水

稲
の
生
育
が
遅
れ
る
な
ど
農
作
物
へ

の
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
年
は
、
九
州
か
ら
東
北
に
か
け
て

の
梅
雨
明
け
が
特
定
で
き
な
い
ほ
ど

で
、
夏
ら
し
い
夏
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

極
端
な
低
温
が
続
か
な
く
て
も
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
高
気
圧
が
で
き
る

と
、
数
日
間
低
温
が
続
く
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
の
高
気
圧
に
注
目
し
て
天
気
図

を
見
る
と
良
さ
そ
う
で
す
。
た
だ
、

天
気
図
を
見
て
「
や
ま
せ
を
『
止

（
や
）
ま
せ
』
て
」
と
言
っ
た
と
こ

ろ
で
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
低
温
対
策
を
取
っ
て

被
害
を
最
小
限
に
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。



虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

■「なんでも相談会」の開催
　①７月17日㈬
　②７月29日㈪
　　会場：ＪＡ虹のホールきそ
　　時間：午前９時～午後５時 
※上記以外でも可能ですが、状況により承れ
ない場合があります。自宅等訪問の出張相
談を随時承りますので、先ずはご連絡くだ
さい。

■お盆を迎えるにあたり
　今年新盆を迎える方々、盆提灯や返礼品など
はお決まりでしょうか？
　虹のホールで承り中ですので是非ご用命くだ
さい。新盆ではない方々も、ご先祖様を迎える
機会に仏具など揃えてみてはどうでしょうか？
こちらも虹のホールで承ります。

●６月26日㈬開催
【協議事項】
①５月末（第１四半期決算）事業状況につ
いて
②木曽地域振興㈱第１四半期決算の状況に
ついて
③従たる事務所の所在地の変更について
④大桑支所解体撤去工事の発注について
⑤参与の承認について
⑥平成30年度ディスクロージャー誌につ
いて
⑦職務規程・職務権限表の改正について
⑧固定資産の取得について
⑨信用事業方法書の一部変更について

ほか
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②組合員の状況について
③大桑支所建設の経過報告について
④令和２年度新採用職員募集（２次）につ
いて
⑤内部統制報告について
⑥第１四半期余裕金運用状況について
⑦令和元年度第２四半期余裕金運用方針の
報告について
⑧農業生活部・金融部・共済部各事業報告
について　　　　　　　　　　　　ほか

理事会だより理事会だより

ＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じ
ます。ご相談には基礎年金番号通知書（夫
婦）、年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険
者証、印鑑をご持参ください。

今月の年金相談会
７月９日㈫　木祖支所

（開催済み）
来月の年金相談会

８月21日㈬　大桑支所

13 ＪＡきそＪＡきそ 2019年７月号 2019年７月号

4月の晩霜のため、遅れていた山畑のジャー4月の晩霜のため、遅れていた山畑のジャー
マンアイリスが咲き始めました。畑へ行く楽マンアイリスが咲き始めました。畑へ行く楽
しみが増えました。しみが増えました。
 （奈良井：工藤さん　88才）

5月23日、御嶽海の応援に両国へ行って来ました。
国技館の雰囲気が何とも言えない感じで好きです。国技館の雰囲気が何とも言えない感じで好きです。
 （南木曽：藤原さん　60才） （南木曽：藤原さん　60才）

おたよりコーナー
令和元年５月中にいただいたおたよりから令和元年５月中にいただいたおたよりから

雪が降らなかったり異常気象の今年。「沖縄の大
雨」など「作物」等大丈夫な年なのか心配です。雨」など「作物」等大丈夫な年なのか心配です。
そういえば、「こぶし」の花も今年は不良です。そういえば、「こぶし」の花も今年は不良です。
 （開田：中村さん　73才） （開田：中村さん　73才）

さん　88才（奈良井：（奈良井：工藤さん　88才

象の今年 「沖縄のが降らなかったり異常気象の雪が降らなかったり異常気象の今年 「沖縄の

ようやく選挙も終わり農作業を始める。今年はようやく選挙も終わり農作業を始める。今年は
例年になく4月が寒く、成育が遅れている感じ例年になく4月が寒く、成育が遅れている感じ
がする。今年も豊作を願うばかりである。 がする。今年も豊作を願うばかりである。 
 （木祖：安原さん　66才） （木祖：安原さん　66才）
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◎用途や症状に合わせて
選べますのでお気軽にご
相談ください。

◎介護センターでは、手す
りやスロープ等設置の住宅
改修のご相談も承ります。

徳武産業㈱のあゆみシューズ

（ＪＡ共済地域・農業活性化積立金活用購入見本品展示）

介護用靴の種類が充実！
● 症状に合わせて靴を選べます。
● 自分に合った靴に部分調整ができます。
● サイズ違いや片方の靴だけでもご購入いただけます。

年とともに変わる歩行の変化を考え、
つま先は適度な反り返りで
つまずきを防止します。

軽量でありながら安心の履き心地です。

足の状態に合わせてベルトや
ひもで調整が可能です。

中敷を取り外したり挿入
することで微調整ができます。

あゆみカーブは
やさしさの角度で
つまずきを防止します

カップイン
ソール

ダブルマジックⅢ
マジックベルトで
簡単調整

介護福祉用具展示品を

介護用靴の種類が充実！

をを
豊富に揃えました！

カップインソールが足をやさしく包み、
かかと部のカウンターがしっかり支えます。

JA木曽

※詳しくはお近くのＪＡ支所までお問い合わせください。

2019.8.30Friまで

いずれの景品もなくな
り次第終了となりますの
でご了承ください。

よりぞう
キャラメルコーン

よりぞう
トートバッグ

よりぞうタオル

よりぞう
JAバンク新キャラクター

介護センターからのお知らせ介護センターからのお知らせ

ご相談・お申込み：ＪＡ木曽 介護センター　TEL：0264-21-2113
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グリグリーーンファーームだより
草刈り用品各種販売中!!

バッテリー式だからバッテリー式だから
静かで軽！静かで軽！

押すだけで草刈りできる
ラクラク草刈機！ラクラク草刈機！

草 刈 刃刈 払 機

工進充電式工進充電式
ライントリマー

工進 手押し式
エンジン草刈機

29,800 円

（価格は税込みです）（価格は税込みです）

14,80014,800 円円

〈SLT-1820〉〈SLT-1820〉

酒粕は血液中のコレステロール値を下げ、高血圧や
糖尿病などの予防に役立ちます。糖分が脂肪に変
わるのを防ぐため、ダイエット効果も。さらに肝臓
の保護やアレルギー症状の改善など、うれしい健康
効果をたくさん持っています。

●生瓜７～８本（約3.5㎏）に対し酒粕3.5㎏の割合で
ご利用ください。食塩はお好みでご使用ください。

●生瓜を縦二つ割りにして種を除き、一日程度塩漬け
した後、布で水を拭き取り陰乾しをします。

●酒粕にみりん又は砂糖を混ぜて、瓜と交互にキッチ
リ詰めます。

●上手に漬けるコツは、漬かる素材より粕を多めに使
用することです。

奈良漬の漬け方

酒粕の健康効果

《注文・お問い合わせ》《注文・お問い合わせ》
ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112

JAお役立ち生活情報

マーマー

できるできる

し式し式
刈機刈機

円

2,0802,080 円円

１枚１枚

一般草刈り、小石が多い場所に。一般草刈り、小石が多い場所に。

青龍チップソー青龍チップソー
230㎜×36P230㎜×36P
255㎜×36P255㎜×36P

2,8002,800 円円

１枚１枚

2,0802,080 円円

１枚１枚

2,2002,200 円円

１枚１枚

畔草や雑草刈りに畔草や雑草刈りに

飛龍チップソー飛龍チップソー
230㎜×36P230㎜×36P
255㎜×40P255㎜×40P

金龍チップソー金龍チップソー
230㎜×36P230㎜×36P
255㎜×40P255㎜×40P

背丈のある柔らかい草刈りに背丈のある柔らかい草刈りに 山林用、竹・笹刈りに山林用、竹・笹刈りに

白龍チップソー白龍チップソー
230㎜×36P230㎜×36P
255㎜×40P255㎜×40P

定休日：毎週水曜日。
営業時間：午前8：30～午後6：00　グリーンファームきそ　☎22-3061



お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112
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挑
戦
挑
戦
！！

ま
ち
が
い
さ
が
し
に

頭
の
体
操

今回は５月28日、第46回通常総代会の会場で展示され
た女性部の手芸作品からの問題です。上と下の写真を比
べると、３ヵ所の間違いがあります。挑戦して下さい。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌11ページ
下段の用紙を切り取ってご利用ください。答えとＪＡや
広報誌への意見・要望を記入し、ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で８名の方に
イヤな虫をすぐに退治！
「三層ネット　ナイス蚊っち」をプレゼント。
◎応募の締切　７月31日㈬
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

６
月
号
の
答
え

①
・
⑥
・
⑦
で
し
た
。

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

　真いわしは５月～10月が旬です。いわしには悪玉コレステ
ロールを減らして善玉コレステロールを増やす、脳・神経組織の
発育や機能を高める、降圧効果、血中中性脂肪を減らす、血液を
サラサラにする効果があるＤＨＡ、ＥＰＡをバランスよく含んで
います。また、カルシウム、ビタミンＢ２も多く含んでいます。

一口メモ

① いわしは頭と内臓を取り除いてから開き、塩水で汚れを落とし、
キッチンペーパーなどで水気を拭きとります。

② 大根は千切り、かいわれ大根は３等分に切り、混ぜ合わせます。
③ 卵を溶き、Ⓐと混ぜ合わせます。
④ ①の両面に塩・こしょうを振り、片栗粉をまぶします。
⑤ ④を③の卵液にくぐらせます。
⑥ フライパンにサラダ油を熱し、⑤を焼きます。
⑦ 皿に②と⑥を盛りつけます。

作り方

材料（２人前）

真いわし …………… 2尾 片栗粉 …………… 適量
塩・こしょう ……… 少々 サラダ油 ………… 小さじ1
大根 ………………… 50ｇ 　┌ 生姜汁 ……… 適量
かいわれ大根 ……… 1/2パック Ⓐ└ 青のり ……… 適量
卵 …………………… 1/2個 

おめでとうございます
５月号当選者は
武重　　慧さん
原　由紀恵さん
吉村　光三さん
森　　幸子さん
田中　源次さん
森　ふみゑさん

以上６名

いわしのピカタ～磯部風～
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